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1．	はじめに

現在では大学や民間の日本語学校などの日本語
教育機関も多く，大学では日本語教育関連科目が
開講され，副専攻や主専攻として日本語教育プロ
グラムを持つ大学も少なくない。さらに，民間で
も日本語教員養成プログラムを開設している機関
で資格を目指す人も多い注1。また，今ではさまざま
な教科書や教材が作成され，利用することができ
る。ところが，50年ほど前の1970年代では日本語
教育機関や教員養成機関はまだ少なく，教科書や
教材も限られていた。当然のことながら，更にそ
こから100年遡った明治維新の時代には，ヨーロッ
パを中心に歴史言語学，比較言語学の歴史があり，
文法訳読法などの言語習得の研究はあったものの，
外国語教育としての日本語教育に関しては教科書
も教授法の知識もほぼ存在していなかった。

江戸時代の日本は鎖国政策を取っていたが，1854
年の日米和親条約を一つの契機とし，1858年の日
米修好通商条約を含む欧米5カ国との修好条約締
結により東京と大阪が開市となり，さらには函館，
神奈川，長崎，兵庫，新潟の5港が開港され，同

時に外国人の居住が可能となり，貿易が認められ
た。明治政府の成立が1868年であるので，明治維
新の10年ほど前からすでに欧米人が日本に居住し
始めたことになる。

貿易やキリスト教の布教を中心に様々な目的で
欧米人が来日し始めた注2が，そのなかにヘボン式
ローマ字の考案者として知られているジェームズ・
カーティス・ヘボン（James Curtis Hepburn）が
いた。ヘボンは1867年（慶応3年）に『和英語林
集成』という和英辞典を著した。そこでは英語に
基づいたローマ字を使用していたが，これが最終
的にヘボン式ローマ字となった。ヘボンは言語学
者でなかったが，大学では医学を修め，米国長老
派教会の医療伝道教師として幕末に来日し，聖書
の日本語訳にも携わったことからも，言語的な興
味をもち，さらに，大学での高等教育の知識を基
にローマ字による日本語表記法を打ち立てること
ができた。

ヘボンと同時期に横浜に滞在し，居住外国人が
日本人とのコミュニケーションをする際の参考に
なるように，日本語を基に語彙や文例を小冊子に
まとめたのがホフマン・アトキンソン（Atkinson, 
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Hoffman）である。アトキンソンは1879年（明治
12年）にExercises in the Yokohama Dialect注3を出
版した。ヘボンは規則的な一貫性を持つ表記法を
用いて辞書編纂，日本語表記を行ったが，一方，
アトキンソンは学問的なアプローチではなく，あ
くまでも実用に供するという目的でこの小冊子を
編纂した。その大部分は日本語の語彙や表現を元
にしてはいるものの，一部英語やその他の言語由
来の表現が入っており，句や節や文にかかわる日
本語の規則や活用形が正確でなく，むしろ簡略化
されている部分が多い。つまり，コミュニケーショ
ンのために，特に英語話者に分かりやすいように
ピジン化した日本語になっているといった特徴づ
けが可能である。

このアトキンソンの著書に関しては多くの論文，
研究がある。多くは，表現構造の単純化，音声転
写における英語的表記，特定の基本的な語彙の意
味拡張，等に関して紹介的な分析が多いように思
われる。Exercises in the Yokohama Dialectは全31
ページであるので，紹介されている語彙数は限ら
れ，また語彙や文例は体系的に選択，分析，配列
されてはいない。アトキンソンのこの小冊子は言
語学的，言語教育学的な研究対象になり得るが，
本稿においては特に母音に関係する音声学的な現
象や音声転写に関する現象を扱い，今まで分析さ
れていない変換現象や傾向を明らかにすることを
目的とする。

2．	先行研究

ホフマン・アトキンソンがExercises in the Yoko︲
hama Dialectにおいて日本語の表現をどのように
表記しているかについて多くの研究で扱われてい
る。日本語の語彙と音声転写された表記とを並べ，
紹介するに止まるものがある一方，音声学的分析
を行い，その変化を分析，記述したものもある。

並列の例では1）英語訳と2）日本語表現を英
語を元にしたローマ字表記と3）目標とした日本
語表記を並べている。
⑴　a. you - oh my（お前）

b. colour - eel oh（色）
c. bad - worry（悪い）

d. difficult - moods cashey（難しい）
e. long - nang eye（長い）注4

このような並列の例とともに，杉本（2010）のよ
うに，音声学的な分析による分類を試みた研究も
ある。杉本は「日本語の発音に似た英単語・音節
を組み合わせたもの」という1節を設け，その中
で次のような説明をしている。
⑵　Post-vocalic/r/ や語尾・子音直後の母音脱落

など当時の欧米人の母語を反映した日本語の
発音の特徴が随所に見られ，子音と母音で構
成される個々の音節の一部の発音を必要以上
に強調したり，伸ばしたり（短母音の長母音
化や母音・子音の変質化（代用），等），日本
語の子音と類似した英語の子音で代用する注5。

⑵の具体例として次のような例を列記している。
⑶　a. mar key（≲まき「薪」＝ firewood）

b. die job（≲だいじょうぶ「大丈夫」＝ 
unmistakably, without fail）

c. moose me（≲むすめ「娘」＝ a woman）注6

さらに杉本（2010）では音節の脱落現象について
も指摘し，⑸のような例を提示している。
⑷　欧米人の耳に聞こえた日本語の中で，強勢の

ない音節が弱化して聞こえ，脱落したり，日本語
の発音に類似した英語の単語を選択する場合
に生じた不正確さなどに起因するものが多い。

⑸　a. mar（ ≲まー「うま」＝ horse）
b. coachy weedy（≲こちうぃでぃ「こっちへ

おいで」= Come here）
c. ah me kass（≲あめがす「雨傘」＝ umbrella）注7

Avram（2014）も1節を設け，音声・音韻分析を
行っている。いくつかの音声規則を用い，音声転
写の例を説明している。例えば，ローマ字表記で
は脱落する例を指摘している注8 。
⑹　狭母音（/i/と/ɯ/）が無声化する環境にある

場合の脱落
arimasʻto haveʼ≲J arimasuʻto beʼ

⑺　[ç]から[ʃ]への交替
shtoʻmanʼ≲J hitoʻpersonʼ

⑻　[ŋ]の語中挿入
koongeeʻnailʼ≲J kugiʻnailʼ

ここまで紹介した研究は全体を分析して包括的に
記述しているのではなく，比較的気づきやすい現
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象をいくつか取り上げ，紹介していると言ってよ
いであろう。最も多くの変換規則を提示したのが
Kaiser（2010）である。その規則をまとめると，
次のようになる。
⑼　Kaiser（2010）の分析注9

または音韻論的に分析した研究はない。そこで，
手始めとして，本稿では母音の音声転写に関わる
現象を体系的に分析し，そこから得られる変換規
則に関連する特徴を指摘する。

分析の手法を説明する。Atkinson（1879）では
語彙のリストと表現文が含まれるが，まず，これ
らの語彙表現を全て取り上げ，そこに見られる音
声変化を分析する。本節では母音の変化に関連す
る現象の分析を行う。例えば，紹介されている語
彙の一つにmoods casheyがある。これは日本語の

「難しい」であり，その意味はdifficultとして紹介さ
れている。moods casheyの音声表記は[muːdz kæʃi]
であるが，日本語の発音は[mɯdzɯkaʃiː]注10であ
る。当然のことながら，この音声転記には日本語
音からの変化が含まれることになる。日本語の最
初の母音[ɯ]は音声転写では[u]となり，しかも
長母音化している。二つ目の母音[ɯ]は母音の無
声化が起こる環境ではないが，脱落している。三
つ目の母音[a]は[æ]となり，最後の母音は日本
語の[i]の長母音とは異なる。

日本語母音の種類は[i]，[e]， [a]， [o]， [ɯ]
の5種類あるが，日本語母音を英語を元に音声転
写する場合，結論的に述べると，次に示すいくつ
かの型が考えられる。例はすべてAtkinson（1879）
のものである。
⑽　a. 他の母音への交替　例：[e]→[i]

（酒 [sake]→ sacky[sæki]（wine））
b. 二重母音化注11　例：[e]→[ei] 
（別[betsɯ]→ bates[beits]（other））

c. 長母音の短母音化　例：[iː]→[i] 
（わりい[waɾiː]注12 → worry[wʌri]（bad））

d. 短母音の長母音化　例：[a]→[aː] 
（馬[ɯma]→ mar[maː]（horse））

e. 母音脱落　例：[ɯ]→ φ注13 
（水[midzɯ]→ meeds[miːdz]（water））

f. 拗音の直音化　例：[kj]注14 →[ki] 
（東京[toːkjoː]→ Tokio[toukiou]）

（10a）-（10e）は直接母音に変化が生じる現象であ
る。（10f）は元となる日本語には母音が見られな
いところに[i]という母音が出現する例である。
[kj]は硬口蓋化した軟口蓋無声子音である。しか
しながら，音声転写をしたあとの形式に[i]という

変 換 規 則 例

a 単音→長音
coots（靴），eemo（芋），
obee（帯），oh char（お茶），
ooshee（牛)

b C+/ui/→C+/i:/ atsie（暑い），sammy（寒い），
worry（悪い)

c V+/tsu/→V:+/ts/ bates（別），tates（鉄），
yotes（四つ），it suits（五つ)

d 有声音→無声音 cassie（風)

e 促音→直音（長音）
coach（こっち），meats（三つ），
moots（六つ），yachts（八つ），
yotes（四つ)

f 撥音→直音 donnysan（旦那さん)
g 拗音→非拗音 high yackoo（百)
h /r/→/l/ dalley（誰），eel oh（色)
i /fu/→/s/ stats（二つ)
j /sh/→/s/ sto（人），stoats（一つ)
k /shi/→/si/ sinjoe（進上），sitchi（七)

このようにKaiser（2010）は多くの規則を提案し
ているが，⑼の表を見ると，具体的な音の変化と
音韻的な変化の二種があることがわかる。Kaiser

（2010）は体系的にまとめようとしたところに貢
献がある。

先行研究では上記のような音声変化がある程度
わかるようになったが，具体的に関与する母音と
子音の単音がどのような変化をしているかを分析
した研究はないようである。あまり基礎的な側面
の研究がされてこなかったように思われる。そこ
で，本稿ではこの問題を扱うが，特に母音に焦点
を当て，そこでどのような変化が起きているかを
明らかにする。

3．	母音変化の型

母音に関連してAvram（2014）は狭母音の脱落
現象を指摘し，また，Kaiser（2010）は母音を含
めた長音化（9a）や母音変化（9b）を挙げてい
る。しかしながら，管見ではAtkinson（1879）に
おける日本語表現の音転写を本格的に音声学的に，



4 国際関係研究

母音が出現するので，母音が関与する現象という
ことで，ここに含めたが，本稿の母音間の変化と
いう分析対象から外れるので，以下で展開される
議論の対象とはならない。

⑽において可能な型の種類を提案したが，次に
それぞれの型における具体例にはどのような母音
が関わるかを見るために，データを分析し，分類
してみた。その結果は以下のとおりである。例は
紙幅の関係により各型少数に限ることにする。

なお，外来語を日本語化した例は本来の日本語
の音とは異なる特徴を示す可能性があるので，除
くことにする。Atkinson（1879）の記述のなかで
関連する母音の変化を集め，分類を試みたのが次
の表である。変化の種類を基に具体例を示した。
母音数の変化における数字は母音数を表す。「1→1」
は短母音が短母音になっていることを表す。
⑾　母音に関連する変化の種類と例

変化の型 母音数 例
音　質　変　化

[i]→[ə] 1→1 caberra mono（hat/被り物）

[e]→[i] 1→1 high kin（to see/拝見）
sindoe（boatman/船頭）

[e]→[iː] 1→1 ah me（rain/雨）
kireen（clean/きれい）

[a]→[ɛə] 1→2 sarah（plate/皿）
[aɯ]→[ou] 2→2 a row（to wash/洗う）
[a]→[ə] 1→1 tomango（eggs/玉子）

[a]→[ər] 1→1 oh terror（church/おてら）
tad sooner（reins/手綱）

[a]→[ou] 1→2

fooratchi-no-yats（loafter/不埒
なやつ）
sigh oh narrow（Good bye/さよ
うなら）

[a]→[ɔ] 1→1 tongs（cabinet/箪笥）

[a]→[ɔː] 1→1
walk-arimasen（not to 
understand/わかりません）
bashaw（carrage/馬車）

[a]→[o] 1→1 kommysan（the lady/かみさん）

[a]→[æ] 1→1 nanny（what/なに）
cad gee（conflagration/火事）

[o]→[ɑ] 1→1 pom pom（*/ポンポン）注15

[o]→[uə] 1→2 your a shee（good/よろしい）

[oː]→[u] 1→1 berrobo-yaru（a “bad hat ”/
らぼうやろう）

[ɯ]→[e] 1→1 caberra mono（hat/かぶりもの）
[ɯ]→[ər] 1→1 nin soaker（coolier/人足）
[ɯ]→[o] 1→1 kooromar（carriage/車）

[ɯ]→[oː] 1→1 dyke oh（carpenter/大工）
短　母　音　化

[iː]→[i] oh kashy（ridiculous or laughable/
おかしい）

[oː]→[o] die job（unmistakably, without 
fail, etc./大丈夫）

長　母　音　化

[i]→[iː] eemo（potato/芋）
she buyer（theatre/芝居屋）

[a]→[aː] ah kye（red/赤い）
ah booneye（take care/危ない）

[a]→[aːr] mar key（firewood/薪）
bakar（a slow servant/馬鹿）

[o]→[oː] oh my（you/お前）
eel oh（colour/色）

[ɯ]→[uː] ooshie（cattle/牛）
oh you（hot water/お湯）

二　重　母　音　化

[e]→[ei] 1→2 neigh dan（price/値段）
bates（other/別）

[a]→[ai] 1→2
Kinsatz yah dai oh Dora your a 
shee.（*/金札やだようドルよろ
しい。）注16

[ai]→[ai] 2→2 nigh（no/ない）
dye（table/台）

[ae]→[ai] 2→2 oh my（you/お前）
[aɯ]→[au] 2→2 cow（to buy/買う）

[o]→[ou] 1→2 akindoe（merchant/商人)
coachy（here/こっち）

[oi]→[oi] 2→2 kooroy（black/黒い）
motty koy（Bring/もってこい）

[oː]→[ou] 1→2 sinjoe（*/進上）
bosan（priest/坊さん）

母　音　脱　落

[i]
hanashφ（to speak, to say, to 
tell/話）
sφtart here（tailor/仕立て屋）

[a] ah me kassφ（umbrella/あめか
さ（雨傘））

[o] onadge gote（the same/同じこ
と）

[oː] Tentφ sam kass（umbrella (sun)/
天道様傘）

[ɯ] sφkoshe（little/少し）
tackφsan（much/たくさん）

拗　音　の　直　音　化
[ça]→

[haij(ɛ)] high yackoo（one hundred/百）

[kj]→[ki] Tokio（*/東京）
[mj]→[mi] meonitchi（tomorrow/明日）
[ɾj]→[ɾi] ichi rio（one dollar/一両）
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上の表中の「拗音の直音化」は以下の分析方法と
は直接関係がないが，英語話者にとっては発音が
難しい音で，日本語学習歴がない場合や日本語学
習の初級者の間では現在でもよく直音化される。
拗音は硬口蓋化した子音であるが，英語話者にと
り，その硬口蓋性を単子音に付与することが難し
いので，舌面の硬口蓋へのせり上がりという硬口
蓋化の特性に最も近い[i]という母音を単音として
使っていると思われる。なお，当該例における後
続の母音は5種類全て可能ではあるが，Atkinson 

（1879）は表中の事例は4例のみであった。
拗音と同様に母音が一部含まれるが，変則的な

例が多少あったので，3件ほど簡単に紹介してお
く。いずれも，以下の分析には含まれない。一つ
は日本語の連母音の[oi]が音声転写において[wi]
に交替する例である。「こっちおいで」がcoach 
weedy（Come here.）となっている。連母音の[o]
が[w]になっているが，Atkinson (1879)では他例
はない。

二つ目は半母音の[j]が[i]に交替する例である。
「やだよう」がyah dai ohと表記されており，[jo]
が[io]の組み合わせになっている。これは拗音の
直音化と非常に類似しているが，これも1例のみ
である。

三つ目は/o/#/o/のように語境界が入る場合の音
変化である。例として「戸を閉めろ」と「戸をあ
けます」の2例がある。「戸を」[toː]の部分がtoe 
[tou]になっている。統語論の知識が関係してくる
が，音の変化としては⑾中の二重母音化の例であ
る[oː]→[ou]と同じである。

4．	母音変化の分析

4.	1 短母音の変化の分析（1→1の変化）
短母音が他の短母音に変化する場合（1→1の

変化），5母音にどのような変化が起きているかを
調べてみる。なお，変化の結果，母音の後ろに[r]
が挿入される場合と，母音変化に長音化を伴う場
合もここでの分析に含める。以下，次のような基
本母音図を用い，母音の変化を投射していくこと
にする。

⑿　基本母音図

変化の元になる母音の横に矢印の⃝側を置き，変
化後の母音の横に矢側を置くことにする。⑾の中
の「1→1」のデータを⑿の母音図に投射すると，
⒀が得られる。
⒀　短母音の変化の分析（1→1の変化）

まず，日本語の5母音を垂直方向（開口度）と水
平方向（舌の最高点の前後の位置）で3グループ
に分ける。つまり，垂直方向で狭母音，中母音（半
狭母音と半広母音），広母音の3群に分け，そして
水平方向では前舌母音，中舌母音，後舌母音の3
群に分ける。その結果，⒁のように3×3で9枠で
きることになる。
⒁　9等分割母音図

これを利用し，母音の移動距離を見ると，
[ɯ]→[e]の変化以外は全て枠一つ分の移動となっ
ている。つまり，母音の変化は遠距離にはならな
い傾向があるということが言える。
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個別的に母音の変化の方向性を見ると，[a]と[ɯ]
はそれぞれの水平位置から前舌と後舌の2方向に
移動し，また，両者は中母音の[ə]に収束してい
る。つまり，[a]と[ɯ]は他の母音と比べ，移動
方向の可能性が多いと言える。

日本語における[o]に関しては水平方向の移動
ではなく注17 ，垂直方向で移動している。つまり，
後舌という特性を保持しつつも，開口度の点での
変化を受け，狭母音の[u]や広母音の[ɑ]になっ
ていることがわかる。

4.	2 短母音の二重母音化の分析（1→2の変化）
次に短母音の二重母音化現象を分析するが，そ

の手法は前節と同様，⑾のデータのうち，「1→2」
の例の移動の方向を⑿の母音図に投射する。前節
では一つの母音が別の一つの母音に変化する現象
を扱ったが，ここでは一つの母音がそれとは異な
る二重母音に変化するので，新たな表記法を提案
する。二重母音の表し方は前節と同様の表記法を
採用するが，元の母音と二重母音中の1番目の母
音を点線で結ぶことにする。例えば，[e]→[ei]
の場合，二重母音の部分は[e]→[i]の変化である
ので，[e]の横に矢印の⃝側を置き，[i]の近くに
矢印側を置く。そして「え」と[e]の間を点線で
結ぶ。このような方法で当該母音を母音図に示す
と，次のようになる。
⒂　短母音の二重母音化の分析（1→2の変化）

または，元の母音よりも上ということである。も
う一つは二重母音内の変化の方向が上向きという
ことである。つまり，短母音の二重母音化では開
口度で見ると，広→狭への変化が非常に優勢であ
るということがわかる。

もう一つ強い傾向は元の母音と二重母音の最初
の音を比較すると，全て前舌側か後舌側への移動
であるということである。つまり，両端への移動
が認められる。

短母音の二重母音化の分析結果を⒁に照らして
みると，元となる日本語母音と二重母音中の最初
の母音は，[a]は多少の距離はあるものの，ほぼ
隣りの区分に入っている。つまり，あまり離れて
はいない。また，二重母音の最初の母音と2つ目
の母音も，[ai]以外は近距離の移動であることが
わかる。

4.	3 連母音の二重母音化の分析（2→2の変化）
最後に日本語の連母音が二重母音化する例を扱

う。⑾のデータのうち「2→2」の例を取り上げ，
分析を試みることになるが，前節と異なる新たな
状況に対処するために，新たな投射方法を提案し，
それに基づき，母音図に投射する。

この範疇に見られる変化の型も数がさほど多く
はないが，母音数が多くなる連母音と二重母音が
関わってくるので，投射の仕方が複雑になる。連
母音と二重母音はそれぞれ前節での投射法を用い
るが，これらの間の関係性を示すために点線の矢
印で結ぶことにする。点線矢印の開始側が元にな
る連母音を表し，矢印の終点側が二重母音を表す。
そこで，⑾における「2→2」の例を母音基本図
に投射してみると，⒃のようになる。
⒃　連母音の二重母音化の分析（2→2の変化）

このような表記法を採用し，母音変化を母音図に
投射すると，変化の傾向がわかりやすくなる。⒂
を見て，まず気がつくことは[o]→[uə]を除くと，
他は上向きであるということである。「上向き」に
は二つの種類がある。一つは元となる日本語母音
と二重母音のうちの最初の母音が同等の高さか，
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この図から連母音の二重母音化に内在する一般
的な傾向が浮かび上がってくる。まず，連母音も
二重母音も上向きということである。つまり，開
口度が大きい音から小さい音への変化を表す。理
論的には狭母音から広母音という移動は可能であ
るが，実際には逆の移動の方が圧倒的に多い。

二つ目は連母音の[aɯ]→[au]と[aɯ]→[ou]
以外は前舌側への移動（左向き）の移動になる傾
向が優性であることがわかる。

5．	結語

以上，Atkinson（1879）に含まれる語彙のうち
母音の音声転写における母音の変化を1→1（短母
音の変化），1→2（短母音から二重母音の変化），
2→2（連母音から二重母音の変化）の3グループ
で観察した。また，分析の方法としてこれらに見
られる母音の変化を母音基本図に投射する方法を
提案した。その結果，母音の変化を視覚的に把握
することが可能になった。これに基づく考察から，
舌の位置に関連する成果として次のような具体的
な傾向があることを証明した。
⒄　分析結果：舌の位置に関する結果

また，関与する当該母音間の母音図上の距離に関
しては次のような結果を導くことができた。
⒅　分析結果：当該母音間の距離

分 析 群 舌の位置に関する結果

短母音の変化の
分析

（1→1の変化）

1） 当該母音間の垂直，水平方向の
発音の位置を比較すると，近い
傾向が強い。

2） [a]と[ɯ]は他の母音と比べて
移動方向の数が多く，また，遠
距離である。

3） [o]は垂直方向へ移動する。

短母音の二重母
音化の分析

（1→2の変化）

1） 元の日本語母音と音声転写される
二重母音の最初の母音では後者
のほうが上（狭母音方向）になる。

2） 二重母音中の二つの母音を比較
すると，1番目の開口度が2番目
の母音の開口度よりも大きい。

3） 二重母音中の2つの母音を比較
すると，2つ目の母音は水平方
向の移動が中心で，しかも前向
きの移動（前舌）か後ろ向きの
移動（後舌）である。

連母音の二重母
音化の分析

（2→2の変化）

1） 日本語の連母音も音声転写にお
ける二重母音もそれぞれ1番目
の母音の開口度が2番目の母音
よりも大きい。

2） 連母音の[aɯ]の二重母音化以外
は1番目の母音よりも2番目の母
音のほうが前舌に近くなる。

分　析　群 当該母音間の距離
短母音の変化の分析

（1→1の変化） 当該母音間の垂直，水平方向
で比較すると，比較的近い場
合が多い。

短母音の二重母音化
の分析

（1→2の変化）

連母音の二重母音化
の分析

（2→2の変化）

連母音の2点間の長さと二重母
音の2点間の長さを比較する
と，二重母音の長さの方が連
母音の長さよりも大きい。

以上，本稿では母音に関連する現象を扱い，母
音変化の表記法を開発し，その適用により，母音
変化に見られる特性を明らかにした。ここからの
発展として，子音に関連する分析を行うことによ
り，母音と子音を含めたより巨視的な分析が期待
できるであろう。
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注

1. 木村（1997）によると1970年以前から1992
年までの日本語教育機関開始時期と機関数は
次の通りである。1970年代までは多くはな
かったが，1980年代に入ると日本語教育機関
が増加し始め，徐々に教材も増加していった。

日本語教育機関開始時期と機関数
70年以前に開始 18校
71－75年 7校
76－80年 11校
81－85年 55校
86－90年 260校
91－92年 77校

計428校
2. 杉本（2010: p.357）によると「商取引をしよ

うとする人々をはじめとして，船舶所有者，
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古物商人，競売関係者，競馬用の厩舎の所有
者，宣教師など，様々な外国人が横浜で活躍
していた」。

3. 現在入手可能なのは改訂版の Revised and 
Enlarged Edition of Exercises in the Yokohama 
Dialectである。以降の分析や議論はこの版に
基づく。

4. 例語（1a）-（1e）の記述は小玉（1999）から掲載。
5. 杉本（2010: p.369）
6. （3a）-（3c）の括弧内の記述は杉本(2010: p.370） 

から掲載。
7. （ 5a ）-（ 5c ）の括弧内の記述は杉本（ 2010: 

p.376） から掲載。
8. ⑹-⑻の音声規則はAvram（2014: p.71）から

掲載。これら3件以外に語中音添加と語尾音
添加の例も指摘しているが，語例は Atkins 

（1879）からではないので，ここでは加えて
いない。

9. Kaiser（2010）ではページ番号は記されてい
ないが，PDF ファイルの p.4 の 4.1.1.1 節～
4.1.1.11節からの引用。

10. [ɯ]は日本語の「う」（非円唇口舌狭母音）の
母音の音声表記である。

11. 日本語の「愛[ai]」や「家[ie]」は連母音で
あり，二重母音ではない。英語は一つのまと
まった母音の発音の途中で音価が変化する二
重母音であるので，“I [ai]” は二重母音である。

12. カイザー（1998）では「悪い」と “worry ” 
[wʌri]（bad）が並列されているが，「悪い」
がこのような音声転写をされたのではなく，
本稿では日本語母語話者が使う口語体が直接
音声転写の元になったという立場を取る。

13. φは要素の脱落を表す。
14. [kj]は[k]の硬口蓋化音を表す。
15. （　）内の「*」は語彙が文や句の中で使われ

ており，全体での意味は英語で与えられている
が，個別の意味が記載されていないことを示す。

16. 英語の意味：The great depreciation of the value 
of the paper currency of the Imperial Japanese 
Government renders it impossible during the 
prolonged absence of my partners to accept your 
tempting offer.

17. 日本語の[o]（または，[ɔ]）は英語の[o]と
比較すると，水平方向でわずかに前よりとな
るが，その差は大きくないので，垂直方向の
移動のみ言及した。
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